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■持続可能な開発※目標（SDGs）とは何でしょうか

■日本製紙グループは今後、SDGsにどう取り組むとよいのでしょうか

SDGsの17の目標

●SDGs（Sustainable Development Goals）は2015年に国連総
会で採択された、全ての人が「より良い世界」を実現するためにつく
られた、2030年に向けた17の目標です。

●各国政府が中心となり、全ての主体(国、企業、NPO、個人など)が協
力し、達成しようとする目標です。

●気候変動の深刻化や紛争による難民の急増、拡大する貧富の差など
世界の諸問題を解決するための、「持続可能な開発」が掲げられてい
ます。

●SDGsには、あらゆる分野における社会の課題と市場の
ニーズが示されています。

※ 「将来の世代の欲求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させるような
開発」のこと

■なぜ企業が取り組むのでしょうか

●SDGsの達成に、企業の力（特にイノベーション）が期待されています。
●投資家や消費者などが、SDGsに取り組む企業を評価しつつあります。
●SDGsが示す方向には、政府や民間の資金が流れ、おのずと新しい市場がつくられます。
●ビジネスチャンスを見極めるツールとして利用できます。
●世界でSDGsが推進されることで、社会と市場の安定が図られます。

■日本製紙グループはSDGsと関連があるのですか

〈企業グループ理念の実現はSDGs達成に貢献〉
●企業グループ理念に掲げる「世界の人々の豊かな暮らしと文化の発展に貢献」することは、「より良い世界」の実現につながります。
●企業グループ理念を実現するために、目指す企業像として、「持続可能な社会の構築に寄与する」と掲げています。

〈総合バイオマス企業としての「持続可能なビジネスモデル」〉
●総合バイオマス企業としての「持続可能なビジネスモデル」は、資源枯渇や気候変動への対応、および生物多様性保全に貢献
していますが、これはSDGsと重なります。

●SDGsは、世界の社会的課題の解決に向けた目標をまとめたものです。当社グループが取り組む機会があるか、SDGsの視点で
考えていきましょう。

●当社グループが、バリューチェーン※の中でSDGsに対してどうプラス・マイナスの影響を及ぼしているか、整理しましょう。そし
て、これからプラスの影響を伸ばし、マイナスの影響を減らすためにどうしたらよいか、考えていきましょう。

※ バリューチェーンとは、上図に示すように、製品またはサービスの形式で価値を提供するかまたは受け取る、一連の活動または関係者の全体

理念 Mission ―社会の中での存在理由・意義―
日本製紙グループは世界の人々の豊かな暮らしと文化の発展に貢献します

目指す企業像 Vision ―理念実現のために目標として目指す姿―
以下の要件を満たす、社会から永続的に必要とされる企業グループ
1. 事業活動を通じて持続可能な社会の構築に寄与する
2. お客様のニーズに的確に応える
3. 社員が誇りを持って明るく仕事に取り組む
4. 安定して利益を生み出し社会に還元する

皆さんの中には、ニュースや新聞などで「SDGs」という言葉を見聞きした際、「SDGsとは何だろう、日本製紙グループにも関
係する取り組みなのかな」などと思っている方も多いのではないでしょうか。そこで、今号からSDGsとはなにか、どう取り組んで
いったらよいかなどについて、SDGs君と学んでいきたいと思います。

日本製紙グループ

S
エスディージーズ

DGsについて考えてみよう
日本製紙グループとSDGs第1回

企業が将来にわたっ
て存続していくため
に、必要な取り組み
ですね。

もっと勉強が必要で
すね。次回以降も楽
しみにしています。

紙季折々 Vol. 24 「SDGsについて考える」（PDF）
https://bit.ly/2MkWw8f

こちらも読んでみましょう

SDGsとは、国連発の世界共
通の取り組みなのですね！

当社グループは、持続可能な社会の構築に寄与すると
宣言しているんですね。

日本製紙グループの総合バイオマス企業としての持続可能なビジネスモデルとSDGs
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持続可能なビジネスモデルは日本製紙グループのウェブサイトにも掲載しています
https://www.nipponpapergroup.com/csr/idea/businessmodel/

※１ 木のカスケード利用：森林から得られる木材資源を、建材・ボード
や紙、燃料など、用途別に多段階で余すことなく利用すること

※２ カーボンニュートラル：木は大気からCO2を吸収して生長するた
め、木材燃焼時などに発生するCO2はもともと大気中にあったとみ
なすことができること

ちょっと待って。SDGs
のそれぞれのゴールの
意味をよく勉強しない
といけませんね。

分別・回収・
リサイクル・廃棄販売・使用輸　送生　産原材料調達

▲

それぞれのゴールについては次回以降で説明します。

カーボン
 ニュートラル※2

次回からは、SDGsの各目標について、
当社グループへの関連性のあるものから説明していきます。

宗田 鰹（そうだ がつ
お） です。イニシャルか
らSDGs君と呼ばれて
います。SDGsを良く
知り、業務に生かすの
が目標です。

皆さんからのご意見を募集しています。WEBアンケートにご協力ください （https://bit.ly/2P9DcMr)




